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本
学
は
、
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
か
ら
四
年
間
、
文
部
科
学

省
の「
新
た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

（
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
）
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
発
達
障
害
を

有
す
る
学
生
に
対
す
る
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
発
達
障
害

者
支
援
法
が
追
い
風
と
な
り
、
近
年
、
い
ず
れ
の
大
学
で
も
こ
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
本
学
の
場
合
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
と
異

文
化
間
協
働
と
い
う
教
育
理
念
が
背
景
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
教
育
理

念
に
基
づ
き
、
本
学
は
開
学
以
来
、
学
生
の
多
様
性
を
重
視
し
、
留

学
生
や
身
体
障
害
を
有
す
る
学
生
を
受
け
入
れ
、
支
援
を
行
っ
て
き

た
。
こ
の
延
長
線
上
に
、
発
達
障
害
を
有
す
る
学
生
に
対
す
る
支
援

活
動
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

二
年
程
の
試
行
錯
誤
を
経
て
、
発
達
障
害
を
有
す
る
学
生
に
対
す

る
支
援
活
動
は
一
つ
の
形
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本

学
で
は
そ
れ
を
「
特
別
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の

プ
ロ
セ
ス
は
ま
ず
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
希
望
す
る
受
験
生
に
対
し
て

個
別
相
談
を
行
い
、
入
試
時
に
は
必
要
に
応
じ
て
時
間
延
長
等
の
配

慮
を
す
る
。
入
学
後
保
護
者
・
学
生
連
名
の
申
請
書
を
提
出
し
、
ケ

ー
ス
会
議
に
よ
っ
て
そ
の
適
否
を
判
断
す
る
。「
特
別
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
利
用
が
承
認
さ
れ
る
と
、
ケ
ー
ス
会
議
に
基
づ
い
て
個
別

の
教
育
支
援
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
、
個
々
の
学
生
の
学

習
、
対
人
関
係
、
進
路
の
課
題
に
対
応
す
る
べ
く
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。
個
別
の
教
育
支
援
計
画
は
、学
期
毎
に
実
施
結
果
を
評
価
し
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
見
直
し
、
改
訂
し
て
い
る
。（
図
１
参
照
）。

　
「
特
別
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
実
施

の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
学
習

支
援
室
で
あ
る
。

学
習
支
援
室
に
配

置
さ
れ
た
特
別
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
、
個
別
の

教
育
支
援
計
画
に

従
っ
て
、
学
習
支

援
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
汎
化
プ
ロ
グ

学
生
支
援
の
現
場
か
ら

図１　特別支援プログラム

特別支援プログラムの流れ

入学前 ・受験希望者に個別相談
・入試時に必要に応じた配慮

学生による特別支援申請

ケース会議

特別支援の承認

ケース会議

個別の教育支援計画の策定

支援プログラムの実施

・委員会での承認
・学科会や教授会での報告

プログラムの
定期的な見直し

・共通理解のための文書配布
・履修指導
・特別支援授業
・学習支援
・ＳＳＴ汎化プログラム
・インターンシップ

・専門スタッフ
・委員長
・所属学科の委員
・チューター

 
 

 

2009年度特別支援体制

個別の教育支援計画（委員会）
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機関
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センター

就職活動
の相談 求人情報

の提供

カウンセリング
ルーム

心の悩み 状況を判断して
学習支援室につなぐ

学生の
評価

インターン
シップの
受け入れ

図書館

状況を判断して
学習支援室につなぐ

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
補佐

学習支援室
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ラ
ム
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
組
み
立
て
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、
民
間
の
就
労
支
援
機
関
と
提
携
し
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
学
生
は
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
を
整
理

し
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
（
図
２
参
照
）。

　

こ
の
取
り
組
み
で
一

番
難
し
い
の
は
学
生
の

自
己
認
知
で
あ
る
。「
発

達
障
害
」
は
わ
か
り
に

く
い
「
特
性
」
で
あ
る
。

少
し
話
を
し
た
だ
け
で

は
教
職
員
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ず
れ
に

気
が
付
か
な
い
場
合
が

あ
る
。学
生
自
身
が「
自

分
に
は
必
要
な
い
」
と

支
援
を
拒
否
す
る
こ
と

が
あ
る
。
学
生
の
自
己

認
知
の
段
階
に
応
じ
て

支
援
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
現
在
三
つ

の
支
援
レ
ベ
ル

を
設
定
し
て
い

る
（
表
）。

　

も
ち
ろ
ん
、

本
学
の
取
り
組

み
は
単
に
特
別

支
援
に
留
ま
る

も
の
で
は
な

い
。
我
々
が
目

指
し
て
い
る
の

は「
発
達
障
害
」

の
有
無
に
関
わ

り
な
く
、
学
生

一
人
一
人
が

「
個
性
」
を
認

め
ら
れ
、「
個
性
」
に
応
じ
た
学
び
を
積
み
重
ね
て
、
社
会
に
羽
ば

た
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
で
あ
る
。
今
回
の
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ

が
、
そ
の
よ
う
な
学
び
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
構
築
の
一
助
と

な
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

図２　2009 年度特別支援体制

特別支援プログラムの流れ

入学前 ・受験希望者に個別相談
・入試時に必要に応じた配慮
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表　３つの支援レベル

支援内容 条件

特
別
支
援

・個別の教育支援計画の策定
・共通理解のための文書配布
・定期試験時の配慮
・特別支援授業の履修
・インターシップへの参加
・ＳＳＴ汎化プログラムへの参加
・教育相談
・進路相談

・医師の診断書もしくは障害者手帳
・保護者、本人も発達障害の疑いがあることを

認め、申請書を提出している。
・支援について当該学科会で承認を得ている。

準
支
援

・個別の教育支援計画の策定
・共通理解のための文書配布
・定期試験時の配慮
・特別支援授業の履修
・ＳＳＴ汎化プログラムへの参加
・進路相談
・教育相談

・特別支援コーディネーターが保護者との面談、
本人の発達検査に基づいて、発達障害の
疑いがあり、支援が必要と判断する。

・保護者、本人が支援の必要性があることを認
め、承諾書を提出している。

・支援について当該学科会で承認を得ている。

見
守
り

・ＳＳＴ汎化プログラムへの参加
・進路相談
・教育相談

・保護者、本人から、あるいはチューターから見
守りの要請がある。

・支援について当該学科会で承認を得ている。

３つの支援レベル

 


